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このたびはコクヨ製品をお買い上げいただ
き、まことにありがとうございます。
ご使用前に、よくお読みの上、正しくお使
いください。お読みになったあとは、お使
いになる方がいつでも見られるところに必
ず保管してください。

※�諸般の事情により、予告なく仕様が変わることがあります。
あらかじめご了承ください。

■保証について

〈保証内容のご確認とお願い〉
●この保証書は、記載内容（無料修理規定）に基づい
て、無料修理を行うことをお約束するものです。本
書によってお客様の法律上の権利を制限するもの
ではありません。
保証期間経過後の有償修理などについてご不明の
場合は、お買い上げの販売店またはお客様相談室
までご相談ください。
●無料修理を受けられる場合は、「ご購入明細書」が
必要になります。
お買い上げ日と販売店を、「ご購入明細書」にてご
確認いただき、大切に保管してください。
※「ご購入明細書」とは、製品の納品時にお客様に
お渡しする「納品書兼出荷案内書」・「販売店が発
行する納品書（製品明細の記載があるもの）」の
ことです。

〈保証期間について〉
●保証期間は、一般社団法人日本オフィス家具協会
(JOIFA)のガイドラインに準拠し、電気部品を除い
て、お買い上げの日から下記の年限とさせていた
だきます。

※使用頻度としましては、週40時間（週5日として1
日8時間）の労働時間を想定しています。
24時間体制の執務、年中無休での業務や、これに
準ずる過酷なご使用をされるところ(消防・警察・
鉄道・各業種の監視室・警備室・新聞社・TV局・学生
寮・病院等)での使用頻度を前提とした保証期間
ではありません。ご理解の程お願い致します。

●電気部品に関しましては、下記の年限とさせていた
だきます。

お試し用の電池は、保証対象外です。
〈無料修理規定〉
1.保証期間中に、取扱説明書・本体貼付ラベルなどの
注意書にしたがった正常な使用状態で当社の責任
と認められる不具合・故障が発生した場合は、無料
修理をさせていただきます。
その際、張り地などの部材交換が必要な場合に本
製品と同等の機能部材を使用する場合があります。

また、弊社の判断により製品全体を交換させていた
だくことがありますので、あらかじめご了承ください。

2.お買い上げ日から保証期間中に故障が発生した場
合は、お買い上げの販売店またはお客様相談室へ
ご相談ください。

3.保証期間が過ぎた後や保証が適用されない故障に
つきましては、有料で修理させていただきます。

4.保証期間内でも以下の場合は有料となりますので
ご了承願います。
（イ）ご購入明細書のご提示が無い場合
（ロ）ご購入明細書にお買い上げ年月日・お客様名・

販売店名の記入がない場合、または字句が書
き換えられた場合

（ハ）消耗部品（弊社指定部品）の交換
（ニ）第三者から転売・譲渡を受けた場合
（ホ）火災・水害・塩害・ガス害や地震などの天災地変

による故障または破損
（ヘ）使用上の誤りによる故障または破損
（ト）カタログ、取扱説明書に記載の禁止事項もしく

はそれに類する操作またはご使用者の故意も
しくは重大な過失による故障または破損

（チ）加工・改造・不当な修理による故障または破損
（リ）設置後の落下、衝突や移動によって生じた故障

または破損
（ヌ）接続している他の機器に起因した故障または破損
（ル）異常な環境下(高温・多湿・著しい温度変化等)

での使用もしくは保管による故障または破損
（ヲ）強い磁気の影響や特殊工具の使用による故障

または損傷
（ワ）屋外・温浴施設・プールなどで使用された場合

の故障または破損
（カ）経時変化により発生する不具合または塗装面

の自然退色
（ヨ）使用時の手垢・埃等の汚れによる仕上げ表面の変化
（タ）使用上の消耗により発生する異音などの現象、

変質またはさび・かびの発生
（レ）外観の傷・へこみ・変形や再現のできない不良
（ソ）一般的に品質や機能上、影響のない感応的現

象（におい、音鳴りや振動など）
（ツ）日本国外で使用された場合に生じた故障また

は破損
5.ご転居の場合は､事前にお買い上げの販売店また
はお客様相談室までご相談ください。

6.本書およびご購入明細書は日本国内においてのみ
有効です。

７.ご購入明細書は再発行致しませんので、大切に保
管してください。

1年 塗装および樹脂部品の変色・退色、
レザー・クロスの摩耗。

外観・表面
仕上げ

2年 引き出し・スライド機構・扉の開閉・
錠前・昇降機構などの故障。

機構部・
可動部

3年 強度・構造体にかかわる破損。構造体

1年　電気部品 照明器具、スイッチ、ACアダプタ、
コンセント、モーターなど。
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アクティブボード
	 クリアボードタイプ	 EWB-CA06A-E2E1
	 ホワイトボードタイプ	 EWB-CA06S-E2E1
	 ペントレー（オプション）	 SNA-GT20

クリアボードタイプ ホワイトボードタイプ

教育施設用家具
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1.安全上のご注意

警告
	⿟製品を廃棄するときは、焼却しないで
ください。
有害ガスが発生するなど、周囲に危険
をおよぼす原因になります。
製品を廃棄するときは、専門業者に依
頼するか、お買い上げの販売店にご連
絡ください。

注意
	⿟健康に影響をおよぼすことが考えられ
ますので、以下の内容を守って使用し
てください。
・	この製品を購入された当初は、化学
物質の発散が多いことがありますの
で、しばらくの間は換気や通風を十
分に行ってご使用ください。

・	この製品をご使用になる室内が著
しく高温多湿（温度28℃、相対湿度
50%超が目安）になる場合は、窓を
閉め切らないようにするか、強制的
に換気を行ってください。

	⿟運動具や乗物がわりに使ったり、ゲーム
などの遊びに使用しないでください。

　（特にお子様にご注意ください。）
転倒や破損により、けがをする原因に
なります。
	⿟使用していないボルト穴や取付穴に指
を入れないでください。（特にお子様
にご注意ください。）
けがをする原因になります。

	⿟製品の上に立ち上がったり、腰を掛け
たりしないでください。また、もたれ
かかったり、ぶら下がったりしないで
ください。（特にお子様にご注意くだ
さい。）
転倒や転落により、けがをする原因に
なります。
	⿟床に傾斜や段差のある、不安定な場所
では使用しないでください。
転倒によるけがの原因になります。
	⿟専用のオプションパーツ以外は取り付
けないでください。
落下によるけがや破損の原因になります。
	⿟可動部のすきまに手や指を入れないで
ください。
けがの原因になります。
	⿟可動部に注油しないでください。
油がたれて床や衣類を汚す原因になり
ます。
	⿟製品の分解や改造はしないでください。
けがや故障の原因になります。
	⿟ストーブなど火気を近づけて使用しな
いでください。
やけどや火災の原因になります。
	⿟風の強い場所では使用しないでください。
本体が倒れて、けがをする原因になり
ます。
	⿟乱暴な取り扱いや用途以外の使用はし
ないでください。
けがや故障･破損の原因になります。

	⿟ボルトやネジがゆるんだままで使用し
ないでください。
本体の変形・破損や転倒により、けが
をする原因になります。早めに締め直
してください。
	⿟溶接外れやリベットのゆるみ、アジャ
スターやキャップ類の欠落など、異常
を発見したときは、直ちに使用を中止
して、お買い上げの販売店にご相談く
ださい。
そのまま使用していますと、製品の破損
により、けがをするおそれがあります。
	⿟製品に貼ってあるラベルは、絶対には
がさないでください。
誤った使いかたや事故を防止するため
のものです。ラベルがなくなったり、は
がれたときは、当社から取り寄せ、正し
い位置に貼ってからご使用ください。
	⿟この製品を他の人が使用するときは、
この取扱説明書をよく読んでから使用
するようにご指導ください。

〈オプション・SNA-GT20について〉
	⿟この製品は、CampusUPアクティブ
ボード専用のペントレーです。他のも
のには取り付けないでください。
落下によるけがや破損の原因になります。
	⿟この製品はマグネットで付いていま
す。手をついたり、肘を掛けたり、重い
ものをのせたりしないでください。
落下によるけがや破損の原因になります。

ここに書かれた注意事項は、あなたや他の人への危害や損害を未然に防ぐためのもの	
です。いずれも安全にお使いいただくための重要な内容ですから、必ずお守りください。

警告 取り扱いを誤ると、死亡または重傷を負う
可能性があります。

注意 取り扱いを誤ると、軽傷を負うかまたは、
物的損害が発生する可能性があります。
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2.末永くご使用いただくためのご注意

	⿟この製品は室内または屋内用です。
屋外での使用や水ぬれは、故障やさび・
変色の原因になります。
	⿟板面にものを当てたり、衝撃を加えない
ようにしてください。
破損のおそれがあります。
	⿟直射日光や熱・冷暖房器の風が直接あた
る場所や、湿気・乾燥の著しいところで
の使用は避けてください。
変色や変形の原因になったり、マーカー
の文字が消えなくなるおそれがあります。
	⿟ときどき、ボルトやネジのゆるみによる
ガタツキがないか点検し、ある場合は締
め付けてください。
	⿟筆記には、必ずホワイトボード用マー
カーをお使いください。
油性マーカーを使いますと、消えなくな
ります。
	⿟ボード面に書かれた文字などは、長期間放
置しないでください。
消えにくくなります。（⑤ページの「4.お
手入れのしかた」を参照）

	⿟ホワイトボード面への筆記には、推奨
マーカーのご使用をおすすめします。
マーカーの種類によって、筆記性や消去
性が異なります。
	⿟インクの消去には、推奨イレーザーのご
使用をおすすめいたします。
※�マーカーとイレーザーの組み合わせに
より、消去性に差が出ることがあります。
推奨マーカー：
	 ホワイトボード用マーカー
	 〈ヨクミエール〉
	 PM-B502NB・D・R（中字）
推奨イレーザー：
	 �マーカートレー用イレーザー	

BBA-MTRAU1

3.使いかた

1	移動のしかた
ハンドルを持って、長手方向（図の 方向）
に移動させてください。

注意
	⿟移動させるときは、長手方向に動かし、床
の段差や溝に注意してください。
本体が倒れてけがをしたり、床を傷つけ
るおそれがあります。
	⿟ハンドル部を持ち上げすぎないでください。
転倒によるけがや破損の原因になります。

2	ボードの回転のしかた
1.	フレームのストッパーを押してロックを
解除し、ボードを回転させてください。

2.	ボードをストッパーでロックしてください。

注意
	⿟ボードを回転させるときは、周囲にものや
人がいないことを確認してから、操作して
ください。
ものや人にあたって、破損やけがのおそ
れがあります。
	⿟可動部のすきまに手や指を入れないでくだ
さい。
けがの原因になります。

移動方向

ハンドル

❶押す

❷回転させる

ストッパー

3	ペントレー (オプション)の使い
かた

ペントレーの背面は、ゴム磁石になっていま
す。アクティブボードのフレームカバー部の
お好みの位置に貼り付けてご使用ください。

ペントレー
（オプション）
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https://www.kokuyo-
furniture.co.jp/
manual/pdf/how_to_
clean.pdf

4.お手入れのしかた

1	ボード面の汚れ
	⿟日常のお手入れや、ボード面に書かれた文
字などが消えにくいときは、マイクロファ
イバークロスでのから拭き、またはきれい
な布で水拭きし、最後に乾いた布で水分
を拭き取ってください。
	⿟汚れが著しい場合は、以下の手順で汚れ
を落としてください。
1.	ホワイトボード用クリーナー（別売）を、
ホワイトボードの汚れた箇所に向かっ
て、約10～20cm離してスプレーしてくだ
さい。
※一度に広い面積をスプレーしないで
ください。拭き取る前に乾燥してしま
うことがあります。

2.	マイクロファイバークロスまたはや
わらかい布で、液が乾かないうちに汚
れを拭き取ってください。

2	樹脂部の汚れ
（プラスチックなど）

	⿟日常のお手入れは、きれいな布で水拭き
し、最後に乾いた柔らかい布でから拭き
してください。
	⿟汚れが著しい場合は、薄めた中性洗剤で
拭き取り、洗剤が残らないように水拭き
した後、乾いた柔らかい布でから拭きし
てください。

3	塗装処理面の汚れ
	⿟日常のお手入れは、乾いた柔らかい布で
から拭きしてください。
	⿟汚れが著しい場合は、薄めた中性洗剤で
拭き取り、洗剤が残らないように水拭き
した後、乾いた柔らかい布でから拭きし
てください。

汚れを落とすときの注意
◦水にぬれたままにしないでください。
また、市販の各種クリーナーやワック
ス、シミ抜きなどを使用される際は、そ
の使用方法や使用上の注意をご理解
の上、お客様の判断においてご使用く
ださい。
正しく使用されないと、変色や変形な
ど異常の原因になります。
◦水拭きするときは、洗剤（酸性・アルカリ
性・中性を問わず）を使用しないでくだ
さい。
◦家具用クリーナーや中性洗剤など、界
面活性剤入りのクリーナーは使用しな
いでください。
マーカーが消えなくなることがあり
ます。
別売のホワイトボード用クリーナーの
ご使用をおすすめします。
◦アルコール、ベンジン、アセトンなどの
有機溶剤や石油類などは使用しないで
ください。
腐食、変形や割れる原因になります。

■	消毒のしかた
消毒のしかたと注意事項については、右記
をご覧ください。

5.故障かな？と思ったら（不調診断）

こんなときは こう処置してください
	⿟マーカーの文字が消え
にくい。消えない。

ホワイトボード用マーカーを使っていないことが考えられま
す。ホワイトボード用マーカーを使ってください。
推奨マーカーのご使用をおすすめいたします。（③ページ参照）

ボード面が汚れていることが考えられます。
ボード面をよく清掃してください。（⑤ページ参照）

	⿟イレーザーで消すと、
板面が汚れる。

イレーザーが汚れていることが考えられます。
イレーザーをよく洗浄してください。

	⿟製品がグラグラ（ガタ
ガタ）する。

各部のボルトやネジがゆるんでいることが考えられます。
ゆるんでいる場合は、締め直してください。

	⿟キャスターが転がると
「キュル・キュル」と音
がする。

キャスターにごみや糸くずなどが絡まっていることが考えられ
ます。
絡まっている場合は、取り除いてください。

※	以上の処置をしても直らないときは、お買い上げの販売店にご相談ください。

部品の交換をご希望の場合は、お買い上げ
の販売店、またはお客様相談室までお問い
合わせください。

注意
お客様での交換作業はしないでください。
製品の故障・破損の原因になります。

6.�部品の交換について
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8.組み立てかた

注意
	⿟製品の組み立ては、記載している手順・方法通りに行ってください。
誤った手順・方法で組み立てますと、けがや破損のおそれがあります。
	⿟製品の組み立ては、必ず2人以上で行ってください。
転倒や部品の落下によるけが・破損のおそれがあります。

※この組立説明は、クリアボードタイプの場合です。ホワイトボードタイプの場合も組立
方法は同じです。

1	構成部品
組み立てる前に、部品の数を確認してください。
タイプ・品番 クリアタイプ

EWB-CA06A-E2E1
ホワイトボードタイプ
EWB-CA06S-E2E1梱包品番 部品の種類

CABF-32

フレーム 1 1
脚ベース 1 1
フレームカバー 左右各1 左右各1
六角穴付キャップボルト M6×10 2 2
六角穴付キャップボルト M6×20 4 4
平座金 M6用 6 6
十字穴付皿タッピンねじ（樹脂用）4×20 2 2

CABB-32A クリアボード 1 ー
CABB-32W ホワイトボード ー 1

2	脚ベースとフレームカバーの組み立て
1.	フレームカバー（L）を脚ベースに引っ
掛けてください。

脚ベース

フレームカバー（Ｌ）

2.	フレームカバー（R）を脚ベースとフレー
ムカバー（L）に引っ掛けてください。

フレームカバー（Ｌ）

フレームカバー（Ｒ）

差し込む

差し込む

フレームカバー（Ｌ）

フレーム
カバー（Ｒ）

7.仕様

注意
ペントレーの耐荷重（上表の数値）を超えて、ものを置かないでください。
◦故障や変形の原因になります。
◦落下によるけがや破損の原因になります。

品　名
アクティブボード

ペントレー（オプション）
クリアボードタイプ ホワイトボードタイプ

品　番 EWB-CA06A-E2E1 EWB-CA06S-E2E1 SNA-GT20

寸　法
（mm）

幅 795 165
奥行き 600 72
高さ 1760 30

重　量（kg） 18 17 0.1

構造部材

ボード
板面 アクリル 金属（鋼） −
枠 金属（アルミニウム） −

フレーム 金属（鋼） −

脚部
フレームカバー 金属（鋼） −
ベース 金属（鋼） −

トレー部 − ABS+TPU
貼り付け部 − ゴム磁石

表面加工

ボード 板面 アクリル樹脂塗装 アクリル塗装 −
フレーム アミノアルキド樹脂塗料 −

脚部
フレームカバー アミノアルキド樹脂塗料 −
ベース アミノアルキド樹脂塗料 −

耐 荷 重 − − 1.96N［200gf］
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3	フレームの取り付け
1.	フレームをフレームカバーの中に差し込
んでください

2.	フレームとフレームカバー、脚ベースを
ボルトで仮締めしてください。

3.	フレームとフレームカバーにすき間がな
いことを確認して、仮締めしたボルトを
本締めしてください。

脚ベース
フレームカバー

フレーム

六角穴付キャップボルト
M6×20

平座金 M6用

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺5mm）

以上で、組み立ては完了です。ガタツキがな
いか確認してください。

8.組み立てかた

4	ボードの取り付け
〈組立時のご注意〉
ボルトを締め付けるときは、電動工具を使
用しないでください。
必ず、手締めで行ってください。
1.	⑨ページの3で組み立てた本体を起こし
てください。

2.	ボードをフレームに差し込み、ねじで固
定してください。

5	取付後の確認
フレームのストッパーを押してボードを回
転させ、ストッパーで固定できることを確
認してください。

〈使用工具〉
⊕ドライバー
（NO.2）

フレーム

ボード

❶差し込む

❷差し込む

十字穴付サラタッピンネジ
4×20

フレーム

ボード

ストッパー
❶押す

❷回転させる

3.	フレームカバーと脚ベースをボルトで固
定してください。

脚ベース

フレームカバー

六角穴付キャップボルト
M6×10

平座金 M6用

〈使用工具〉
L型六角レンチ
（対辺5mm）


